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　本博士論文は、ネパールの若者層の教育機会の向上を目指して、ソーシャルネットワー
キングサービス（以下、SNS）を利用した教育ツールの活用について提案したものである。
近年 SNS の全世界とりわけ若者層への爆発的な普及に伴って、SNS は有力な教育ツール
として注目されており、SNS を用いた教育は教育工学及び e-Learning 分野の研究に位置
づけられている。
　研究手法として、ネパールの若者層に向けて、３つの異なる地域で聞き取り調査を実施
















































る。しかし一昔前までは、e-Learning をはじめ ICT の教育活用は先進国でのみ実現でき
ることであった。開発途上国では一日に停電が頻繁に起きることも珍しくなく、そのよう
な社会環境の中で ICT の教育への活用は遠い話であった。今現在も ITU の働きかけにも
拘らず、開発途上国の大学では満足なコンピュータ設備を学生に与えられず、学生は休み
時間に大学近くのインターネットカフェに通ってネットを使うという状況である。そのよ
うな ICT が教育に十分に使えない状況で、若者が日常的に多く利用しているソーシャル
メディアに注目し、SNS の教育ツールとしての有効性を信頼できるデータを用いて提案
したことは意義深い。
　データの分析結果、提案及び問題提起について、国際地域学分野に照らしても大変興味
深い内容が得られたことから、国際地域学研究科（国際地域学専攻）の博士学位審査基準
に照らしても妥当な研究内容であると認められる。国際地域学の学問的及び社会的発展に
貢献すると評価できる。
　今後も研究を続けて、SNS を教育ツールとしてネパールで実践した評価を測定し、他
の途上国にも適用するしくみをサキーラ氏が提案できるように期待する。
　したがって、所定の試験結果と論文評価に基づき、本審査委員会は全員一致をもってタ
パ・サキーラ氏の博士学位請求論文が本学博士（国際地域学）の学位を授与するに相応し
いものと判断する。
